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株主の皆さまへ

2012年11月
代表取締役社長

当期間においては、欧州金融不安の拡大など、グローバルな

経済情勢は厳しいものとなりました。

そのような中、当社の当期間の業績は、主力の制御機器の

売上は伸び悩んだものの、自動車業界向け電子部品・自動改札

機等の駅務機器・家庭向け健康機器・環境関連の各事業が好調

に推移し、全社ベースではほぼ計画どおりの売上と利益を達成

することができました。そして、通期では増収増益という期初の

計画達成を目指しております。

今年度は全社方針を「競争能力強化」と掲げ、高収益・高成

長を実現するための収益構造改革を強力に推進するとともに、

特にインド、ブラジル、ロシア等の新興国での事業拡大に向け

た体制強化を着実に進めております。

世界経済が変調をきたし、景気の先行きの不透明感が高まっ

ています。このような状況の中で引き続きオムロンの成長を確

実なものにするため、事業部門・本社機能部門が一丸となり、

「チームオムロン」としてスピーディな経営を実行してまいります。

今後とも、株主の皆さまのご支援とご協力を賜りますよう

心よりお願い申しあげます。

第76期 株主通信 2012年冬号
2012年4月1日～2012年9月30日

株主の皆さまには、平素より
当社に格別のご支援を賜り、
厚く御礼申しあげます。
ここに、
第76期 株主通信
2012年冬号を
お届けいたします。



当社株主に帰属する

基本的1株当たり
当社株主に帰属する

売上高 3,042億円 1.4％ 0.3％

営業利益 180億円 16.1％ 20.8％

売上高営業利益率 5.9％　 0.9P 1.6P

税引前四半期純利益 172億円 18.8％ 18.3％

四半期純利益 123億円 29.2％ 5.6％

四半期純利益 55.74円　 12.58円 3.32円

第76期（2013年3月期） 第2四半期決算ハイライト（連結累計）

売上高および営業利益
（第２四半期累計および通期）
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営業利益売上高
配当性向期末配当額

中間配当額

当社株主に帰属する

基本的1株当たり当社株主に帰属する

売上高 6,500億円 4.9％

営業利益 460億円 14.6％

売上高営業利益率 7.1％　 0.6P

税引前当期純利益 430億円 28.2％

当期純利益 285億円 73.9％

当期純利益 129.47円　 55.01円
（注）上記は、2012年10月30日決算発表時点で入手可能な情報に基づく

将来の業績に関する見通しです。

◎第76期中間配当金につきましては、1株につき14円とさせていただきました。

第76期（2013年3月期）通期の見通し（連結累計）

実績 計画比 前年同期比

前期比

14



制御機器事業
インダストリアルオートメーションビジネス

HCB

SSB

AEC

EMC

IAB

その他

電子部品事業
エレクトロニック＆メカニカルコンポーネンツビジネス

車載事業
オートモーティブエレクトロニックコンポーネンツビジネス

社会システム事業
ソーシアルシステムズビジネス

ヘルスケア事業
ヘルスケアビジネス

その他事業

環境事業・電子機器事業・
マイクロデバイス事業・バックライト事業

43%

14%

15%

8 %

11%

8 %

売上高
構成比

売上高
構成比

売上高
構成比

売上高
構成比

売上高
構成比

（消去調整他
 1％を除く）

「品質」「安全」「環境」など製造業の普遍
的なニーズに対応するシステム・機器を提
供し、「ものづくり革新」の具現化をグロー
バルにサポートします。

家電、通信機器、環境/エネルギー機器など
に内蔵される電子部品を中心に、さまざまな
用途に対応した幅広い商品群を提供します。

グローバルに成長する自動車産業の中で、
世界の自動車・自動車部品メーカーに車載用
電装品を提供し、安心、安全、快適なクルマ
社会の実現に貢献します。

駅の自動改札機など鉄道や道路交通向け
の機器・システム、「安心・安全・環境」といっ
た快適な社会に応えるさまざまな商品・シス
テムを提供します。

家庭から医療現場まで、健康増進や疾病予
防・治療に貢献する数多くの健康医療機器
をグローバルに提供。世界の人々の健康管
理をサポートします。

節電、CO2対策でニーズの高まる太陽光
発電関連の環境領域や拡大するスマート
フォン市場など、将来の成長に向けた新し
い事業の探索・育成を行っています。

売上高
構成比

セグメント情報



ヘルスケアビジネスでは、
世界最薄・最軽量、静音設計の手首式血圧計を開発、
毎日の測定習慣をサポートします。

毎日の血圧測定を
さらに簡単で手軽なものに

より手軽に測定できる機器を通して
人々の健康に貢献する
ヘルスケアビジネスでは「地球上の一人ひとりの健康で
すこやかな生活への貢献」を使命に掲げ事業をすすめてい
ます。「健康でありたい」という思いは、いつの時代も変わるこ
とのない人々の願いですが、最近では特に高血圧・高血糖と
いった生活習慣病の増加が世界の国々で大きな課題となって
います。こうした状況を背景に、このたび世界最薄・最軽量※1

で測定音が静かな手首式自動血圧計を開発しました。手軽に
測定できる機器を通して検査・健康管理をより生活者の身近な
ものにし、皆さまの健やかな生活に貢献していきます。

高血圧症は国内だけでも推定患者数が4000万人近くにのぼ
るといわれている生活習慣病です。毎日欠かさず血圧を測定し、
データをきちんと管理することはとても重要で、そのため、旅行
先や職場でも測定したいというニーズが高まってきました。
このたび発売した手首式血圧計（HEM-6310F）は、厚さ
13mm、重さ約80g（電池含まず）の薄型・軽量タイプで携帯性
と収納性に優れるため、旅行先などにお持ちいただくのも便利
です。手首式なのでこれからの厚着の季節の測定にも重宝しま
す。また、測定音が静かなことも大きな特長で周囲を気にするこ
となく測定ができます。
朝と夜の血圧値を個別に管理し、４週間分のそれぞれの最高
血圧の週平均値をグラフで表示する「血圧値トレンド表示」によ
り、血圧値の変化がひと目で確認できます。さらに測定データを
健康管理サービス「ウェルネスリンク」に転送しパソコンで管理・
確認を行うことも可能です。
今後とも、健康であり続けるための商品や生活習慣病の予防・
早期発見、疾病管理に役立つ製品の開発に取り組み、より多く
の人に健康という価値を届けるため努力してまいります。

いつでも、どこでも手軽に計測できる
世界最薄・最軽量、静音設計の手首式血圧計

血圧値トレンド表示

オムロン ヘルスケア お客様サービスセンター
Tel.0120-30-6606
http://www.healthcare.omron.co.jp/

お問い
合わせ

手首式自動血圧計
HEM-6310F

最高血圧の週平均測定
値を4週間分表示。一週
間の平均値が「最高血
圧135mmHg」※2を
超えているかどうかや、
長期的変化がひと目で
わかります。

135

特集 地球上のすべての人を健康に

使用イメージ

正しく測定できる
「測定姿勢ガイド」つき

※1 2012年7月 オムロン ヘルスケア㈱調べ　※2 家庭で血圧測定をした場合の高血圧の基準値



◎特別口座に関するお手続きにつきましては、口座管理機関である三菱UFJ
信託銀行株式会社（上記電話照会先）にお問い合わせください。

事　業　年　度 4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 毎年6月

配当金受領株主 期末配当金　3月31日
確　　定　　日 中間配当金　9月30日

株主名簿管理人
および特別口座 三菱UFJ信託銀行株式会社
口座管理機関

同事務取扱場所 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
 〒137-8081　東京都江東区東砂七丁目10番11号

（電話照会先） ０１２０－２３２－７１１ オペレーター対応
 （９：００～１７：００　土・日・祝日を除く）

上場証券取引所 東証、大証　各市場第一部

証 券 コ ー ド 6645

株主メモ

株式に関するお問い合わせ

● 届出住所・姓名などのご変更
● 配当金の受領方法・振込先のご変更
● 単元未満株式の買取・買増請求

● 郵送物の発送と返戻に関するご照会
● 支払期間経過後の配当金に関するご照会
● その他一般的な株式事務

▼
口座を開設されている証券会社へ

お問い合わせください。

▼
株主名簿管理人

（三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部）
までお問い合わせください。

電話照会先は上記をご参照ください。


